
令和５年度全国学力・学習状況調査

＜長崎県の結果の概要＞

Ⅰ 調査の概要

１ 目 的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改
善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の
改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的
な検証改善サイクルを確立する。

２ 実施対象
県内公立学校の以下の学年の、原則として全児童生徒を対象とする。
○小学校調査…小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、

特別支援学校小学部第６学年
○中学校調査…中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、

特別支援学校中学部第３学年

３ 調査内容
（１）児童生徒に対する調査
  ①教科に関する調査…小学校調査：国語、算数
            中学校調査：国語、数学、英語
   ※中学校英語「話すこと」に関する調査は、文部科学省ＣＢＴシステム

を用いたオンラインの音声録音方式で実施
②質問紙調査

    学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査
（２）学校に対する調査
   学校における指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の

状況等に関する調査

４ 調査期日  

○令和５年４月１８日（火）
○中学校英語「話すこと」調査に関する調査は、当日実施校と期間内実施校
に分かれる。

  ・当日実施校（全国で約５００校程度）：４月１８日（火）
  ・期間内実施校（その他の中学校）：４月１９日（水）～５月２６日（金）

５ 調査実施校数及び児童生徒数
（１）実施校数４７６校（調査対象者の在籍する学校の総数４７７校）

（小学校：３０５校、中学校：１６９校、義務教育学校：２校）

（２）参加児童生徒数
○ 小学校６年生  １０，７１６人
○ 中学校３年生  １０，２１３人
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Ⅱ 全国学力・学習状況調査「結果の概要」

１ 教科に関する調査

１ 平均正答率及び平均正答数

  （上段：平均正答率 下段：平均正答数）

県全体

（公立小・中・義務教育学校、県立中・特別支援学校）

小学校 中学校 県立中学校（３校）

教科 本県 全国 教科 本県 全国 教科 本県 全国

国語
６６ ６７．２

国語
６９ ６９．８

国語
９１ ６９．８

9.3/14 9.4/14 10.4/15 10.5/15 13.6/15 10.5/15

算数
６０ ６２．５

数学
４８ ５１．０

数学
８２ ５１．０

9.6/16 10.0/16 7.2/15 7.6/15 12.2/15 7.6/15

英語
４０ ４５．６

英語
７７ ４５．６

6.8/17 7.7/17 13.1/17 7.7/17

英語

「話すこと」

１２．４

0.6/5

※中学校英語「話すこと」の結果は、当日実施校の全国値

のみ記載している。       

＜参考１＞ 前回（令和４年度）の調査結果

（公立小・中・義務教育学校、県立中・特別支援学校）

校種 教科 本県 全国

小学校

国 語 ６４ ６５．６

算 数 ６２ ６３．２

理 科 ６２ ６３．３

中学校

国 語 ６８ ６９．０

数 学 ４８ ５１．４

理 科 ４８ ４９．３
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２ 結果の総括

（１）県全体の平均正答率
◇ 小学校では、国語で１．２ポイント、算数で２．５ポイント全国平均を下
回った。

◇ 中学校では、国語で全国平均を０．８ポイント下回った。数学は３ポイン
ト、英語５．６ポイント全国平均を下回った。

（２）各教科の結果から見られる本県児童生徒の課題
（太字は令和４年度に設定した重点課題であり、引き続き課題となっている）

課  題 問題番号
平均正答率

全国 本県 自校

小

学

校

国

語

条件に合わせて書く １二 26.7 23.9

漢字を文の中で正しく使う １三（１）ア 52.8 47.5

算

数

図形の性質 ２(４) 20.8 15.4

割合 ４(１) 46.0 41.0

中

学

校

国

語

話の展開を捉え、条件に合わ

せて書く
４三 50.0 48.1

文脈に即した漢字を正しく

書く
３二 43.9 45.9

数

学

判断の理由を数学的な表現

を用いて説明する
７(２) 33.6 36.6

用語の意味を正しく理解す

る
１ 他 46.1 38.9

英

語

目的に応じて英語を聞き、必

要な情報を聞き取る
２ 61.1 52.1

短い文章の要点を捉えて、考

えとその理由を書く
８(２) 19.5 15.7
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　　　質問紙調査

【道徳性、自己肯定感等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 95.8 本県 96.9 本県 96.4 本県 95.8

全国 95.1 全国 95.9 全国 95.0 全国 94.6

本県 97.1 本県 97.4 本県 97.4 本県 96.5

全国 96.8 全国 96.9 全国 96.4 全国 95.5

本県 81.7 本県 85.9 本県 80.2 本県 82.1

全国 79.3 全国 83.5 全国 78.5 全国 80.0

本県 81.7 本県 84.4 本県 69.5 本県 68.4

全国 79.8 全国 81.5 全国 67.3 全国 66.3

◇

◇

【学習態度と生活習慣等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 75.2 本県 78.1 本県 77.5 本県 78.6

全国 77.3 全国 78.8 全国 79.2 全国 79.2

本県 69.9 本県 72.5 本県 58.6 本県 56.7

全国 71.1 全国 70.7 全国 58.5 全国 55.0

本県 57.1 本県 56.8 本県 26.1 本県 25.4

全国 59.4 全国 57.1 全国 35.2 全国 33.7

本県 94.5 本県 94.4 本県 94.1 本県 92.9

全国 94.4 全国 93.9 全国 91.9 全国 91.2

◇

◇

◇

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R4 R5 R4 R5

1 人の役に立つ人間になりたい +0.7 +1.0 +1.4 +1.2

2 いじめはどんな理由があってもいけない +0.3 +0.5 +1.0 +1.0

3 自分には、よいところがある +2.4 +2.4 +1.7 +2.1

4 将来の夢や目標を持っている +1.9 +2.9 +2.2 +2.1

道徳性については継続的に全国平均を上回っており、「人の役に立つ人
間になりたい」「いじめはどんな理由があってもいけない」と思ってい
る児童生徒の割合は、令和４年度に引き続き９５％を超えている。

「自分にはよいところがある」「将来の夢や目標を持っている」と回答
した児童生徒の割合は、令和４年度に引き続き全国平均を上回ってお
り、自分自身や自分の将来について、肯定的に捉えている。

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R4 R5 R4 R5

1
授業では、自分で考え、自分から取り組
んでいる

-2.1 -0.7 -1.7 -0.6

2 家で自分で計画を立てて勉強をしている -1.2 +1.8 +0.1 +1.7

3
授業以外に１時間以上（中学校は２時間
以上）の学習をしている（月～金）

-2.3 -0.3 -9.1 -8.3

4 毎日朝食を食べている +0.1 +0.5 +2.2 +1.7

「家で自分で計画を立てて勉強している」と回答した児童生徒の割合
は、全国平均を上回っている。

「授業以外に１時間以上（中学校は２時間以上）の学習をしている（月
～金）」と回答した児童生徒の割合は、小学校においては令和４年度に
引き続き全国平均を下回っているものの、その差は縮まった。中学校に
おいては令和４年度に引き続き全国平均を大きく下回っている（８.３ポ
イント）。

「授業では、自分で考え、自分から取り組んでいる」と回答した児童生
徒の割合は、令和４年度に引き続き全国平均を下回っているものの、そ
の差は縮まった。

２
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【地域や社会との関係等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 53.6 本県 58.1 本県 41.9 本県 37.1

全国 52.7 全国 57.8 全国 40.0 全国 38.0

本県 51.0 本県 78.2 本県 47.9 本県 67.8

全国 51.3 全国 76.8 全国 40.7 全国 63.9

◇

◇

【ICT機器の活用等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 73.5 本県 88.0 本県 71.1 本県 90.7

全国 76.1 全国 86.3 全国 71.7 全国 87.5

本県 20.5 本県 19.5 本県 16.1 本県 12.4

全国 21.6 全国 17.9 全国 17.7 全国 13.4

本県 95.1 本県 96.1 本県 94.5 本県 94.8

全国 94.4 全国 95.1 全国 92.6 全国 93.3

◇

◇

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R4 R5 R4

1 今住んでいる地域の行事に参加している +0.9 +0.3 +1.9 -0.9

2
地域や社会をよくするために何かしてみ
たいと思う　※R4は「何かすべきかを考え
ることがある」

-0.3 +1.4 +7.2 +3.9

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R4 R5 R4 R5

-1.1 +1.6 -1.6 -1.0

1
授業でPC・タブレットなどのICT機器を週
１回以上使用している

+1.7 +3.2

2

3
学習の中でＩＣＴ機器を使うのは勉強の役
に立つと思う

+0.7 +1.0 +1.9 +1.5

「学習の中でＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う」と回答した
児童生徒の割合は、令和４年度に引き続き全国平均を上回っている。

「授業でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を週１回以上使用してい
る」と回答した児童生徒の割合は全国平均を上回っており、授業でのＩ
ＣＴ機器の活用が図られていることがうかがえる。一方、授業以外に、
１日当たり１時間以上ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を勉強のため
に使っている児童生徒の割合は低くなっている。

-2.6 -0.6

「今住んでいる地域の行事に参加している」と回答した児童生徒の割合
は、中学校では全国平均を下回っている。

「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」と回答した児童
生徒の割合は、全国平均を上回っており、地域や社会への関心の高さが
うかがえる。

R5

授業以外に、１日当たり１時間以上PC・タ
ブレットなどのＩＣＴ機器を勉強のために
使っている（月～金）
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３ 各教科の状況

全国 26.7

本県 23.9

市町

自校

１二 条件に合わせて書く 重点課題

・図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫することができるかどうかをみる問題です。

小学校国語

＜状況と課題＞

本問の正答率は、全問題の中で最も低い23.9％であり、全国平均との差は－2.8ポ

イントでした。

解答の状況をみると、条件のうち、「【川村さんの文章】のグラフから分かること」

「【カード④】から分かること」のいずれかの情報しか取り上げていないため誤答とな

った児童が、約４割いました。学校の米作りの問題点について、グラフとカードのそれ

ぞれの情報を関係付けられなかったことに課題があると考えられます。

☆正答率（%）
＜自身の授業改善のポイント＞
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全国 52.8

本県 47.5

市町

自校

＜自身の授業改善のポイント＞

１三（１）ア 漢字を文の中で正しく使う

・学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができ

るかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜状況と課題＞

１三（１）アの正答率は47.5％であり、全国平均との差は－5.3 ポイントと全問題

の中で最も差が見られました。

解答の状況をみると、「意」を文の中で正しく使うことができていない児童が約４割

おり、その中には、同じ読み方をする「以」と解答している児童もいました。学年別配

当表に示されている漢字について、同音異義語に注意して文の中で正しく使うことに

課題があると考えられます。

正答：意外
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小学校算数

全国 20.8

本県 15.4

市町

自校

２（４）図形の性質

・高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判

断し、その理由を記述することができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜自身の授業改善のポイント＞

＜状況と課題＞

本問の正答率は、全国平均よりも５.４ポイント低い、15.4％でした。

解答の状況をみると、二つの三角形の面積が等しいと判断できた児童（正答である３

を選択できている）は、32.5％にとどまっていました。また、辺の長さから面積の大

小を判断したと思われる児童（２を選択）が約３割、高さを見いだすことができなかっ

たと思われる児童（４を選択）が約３割でした。

面積の大小を判断するために必要な情報を見いだすことに課題が見られました。

☆正答率（%）

（正答例）三角形の面積は、底辺×高さ÷２で求めることができます。
     ○おと○かの底辺は、どちらも 3.2 ㎝なので等しいです。○おと○かの
     高さは、テープのはばがどこも同じ長さなので等しいです。
     だから、○おと○かの面積は等しいです。
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４（１）割合

・百分率で表された割合について理解しているかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜状況と課題＞

本問の正答率は、全国平均よりも5.0ポイント低い、41.0％でした。

解答の状況をみると、ウまたはエのどちらかのみ正解している児童が4割、どちらも

正解することができなかった児童が約2割でした。

割合に関する問題は昨年度も正答率が低く、割合の意味を理解することや、基準量と

比較量を正しく捉えることに、引き続き課題がみられました。

全国 46.0

本県 41.0

市町

自校

＜自身の授業改善のポイント＞
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中学校国語

全国 50.0

本県 48.1

市町

自校

＜状況と課題＞

作者である星新一が解釈を加えて書いた【学校図書館で見付けた「竹取物語」の一

部】について、どこがどのように工夫されていると思うか、２つの資料の表現を取り

上げて自分の考えを書く問題です。本問の正答率は48.1％であり、全国平均に1.9

ポイント届きませんでした。また、全く解答できなかった生徒の割合（無解答率）は

22.8％であり、本調査の中で最も高い結果となりました。

解答の状況をみると、２割強の生徒は、どのような工夫がされているかを書いていな

かったり、いずれかの資料の表現を取り上げていなかったりしていました。文章の構成

や展開、表現の効果を捉えること、そして自分の考えを支える根拠を明確にして記述す

ることに課題があると考えられます。

＜自身の授業改善のポイント＞

４三 話の展開を捉え、条件に合わせて書く 重点課題

・文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること

ができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）
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全国 43.9

本県 45.9

市町

自校

３二 文脈に即した漢字を正しく書く

・文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる問題です。

＜自身の授業改善のポイント＞☆正答率（%）

＜状況と課題＞

本問の正答率は45.9%であり、全国を2.0 ポイント上回っているものの、本調査に

おいて正答率が最も低く、無解答率も10.7%であったことから、課題と捉えています。

解答の状況をみると、正答である「推（し）」以外の解答をした生徒が43.4%いまし

た。「押（し）」など同じ読みをもつ別の漢字を書いたり、「推」の字自体を正しく書け

なかったりしたものと考えられます。文脈の中で適切な漢字を使うことや、漢字を正し

く書くことに課題がみられました。

【正答】

推

し
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中学校数学

全国 33.6

本県 36.6

市町

自校

＜状況と課題＞

問題に示された主張の理由を、２つの箱ひげ図の箱に着目して説明する本問の正答率

は36.6%と低く、無解答率は23.4％でした。解答の状況をみると、箱ひげ図の箱の長

さやひげの長さについて記述した生徒と、箱ひげ図から読み取れることを記述してはい

るものの、主張の理由を適切に記述できなかった生徒が約2割いました。

データの分布の傾向を読み取って判断し、その理由を箱ひげ図の箱の位置や四分位数

などを用いて説明することに課題があると考えられます。

＜自身の授業改善のポイント＞

７（２）判断の理由を数学的な表現を用いて説明する 重点課題

・複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的

な表現を用いて説明することができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）
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四分位範囲の意味

１ ４ ５ ７(1)

全国 46.1 42.8 46.1 65.7

本県 38.9 39.2 39.5 58.8

市町

自校

累積度数の意味

＜状況と課題＞

大問１、4、５の正答率は、いずれも 4 割に届かず、全国平均を約４～７ポイント

下回りました。大問７の正答率は 58.8％ですが、全国平均よりも 6.9 ポイント低い

結果でした。解答の状況をみると、例えば大問１では、ウの「３」、オの「９」に加え

て、イの「０」も自然数であると答えた生徒の割合は31.0％であり、大問５では、累

積度数ではなく相対度数を答えた生徒の割合が18.6％であったことから、用語の意味

を正しく理解できていないことが課題と考えられます。

＜自身の授業改善のポイント＞

○用語の意味を正しく理解する

・自然数や累積度数など、用語の意味を理解しているかどうかをみる問題

です。

☆正答率（%）

自然数の意味

反比例の意味
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中学校英語

全国 61.1

本県 52.1

市町

自校

２ 目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取る

・日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取

ることができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜状況と課題＞

忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聞き、最も適切な番号を選択する本

問題の正答率は、全国平均より9.0ポイント低い52.1％でした。パート１（聞くこと）

全体の正答率は51.8％で、全国平均より6.6ポイント低い結果でした。

解答の状況をみると、１を選択した生徒は約１割、2または４を選択した生徒はそれ

ぞれ約２割で、「忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聞く」という目的を

把握した上で、関連する語句や表現に着目して聞き取ることに課題があると考えられま

す。

＜自身の授業改善のポイント＞
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全国 19.5

本県 15.7

市町

自校

８（２）短い文章の要点を捉えて、考えとその理由を書く

・社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くこと

ができるかどうかをみる問題です。

＜状況と課題＞

英文を読んで要点を捉え、書き手の意見に対する自分の考えとその理由を書く本問題

の正答率は全国平均より3.8ポイント低い15.7％でした。また、無解答率は29.6％で

した。

解答の状況をみると、約３割の生徒が自分の意見は書いているが、その理由を書くこ

とができていませんでした。自分の意見を書く際に、なぜそのように考えたのかという

理由を、書き手の意見を踏まえて書くことに課題があると考えられます。

☆正答率（%）

＜自身の授業改善のポイント＞

15



４ 各市町の状況

    

校種

教科 国語 算数 国語 数学 英語

長崎市 ＋

佐世保市

島原市 ＋

諫早市

大村市 ＋

平戸市

松浦市

対馬市

壱岐市

五島市

西海市

雲仙市 ＋ ＋

南島原市

長与町 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

時津町 ＋ ＋ ＋ ＋

東彼杵町 ＋

川棚町

波佐見町

小値賀町 ＋ ＋ ＋

佐々町 ＋

新上五島町 ＋

小学校 中学校

（全国平均以上の場合「＋」表示）
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